








要約:   ウイリアムス症候群(WS)は幼児からの成長と知的発達の障害、妖精様顔貌、人な

つっこい性格、大動脈弁上狭窄などの血管、結合織の異常を主症状とする先天異常症候群

である。WS患者における生涯にわたるトータルケア構想を構築するために、 31 名の患者

の自然歴を調査した。  15 歳以上の患者の 4 例は養護学校に通学  または  授産所に通

っており、簡単な介助を必要としており、心血管の異常のために定期的に診療を受けてい

ることが明らかとなった。


